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Reliability [Mye76]，1979年にはArt of Software Testing [Mye79]の 2冊を出版した．













































1999年に，Koscianskら [Kos99]は，ISO/IEC 9126 [ISO01] のソフトウェア品質モ
デルを用いて，階層構造の品質評価フレームワークによる品質向上の方法を
示した．実際の Liquid Mixture Systemに対し適用したところ，使用性の計測
(measuring usability)を行えたと報告している．









1982 年 に Adrion ら [Adr82] は ，品 質 保 証 と テ ス ト 仕 様 書 (テ ス ト ド キュ
メ ン テ ー ション) の た め の フ レ ー ム ワ ー ク と し て ，Buckley ら [Buc79] の A










1) Code reviews and inspections
2) Software testing
3) Product and process measurements
4) Measurement of quality costs





























































(Feasible) ，テスト可能性 (Testable)の 4つである．
ソフトウェア要求仕様書(Software Requirements Specications:以降，SRS)の書き方






















































15 Annotated by Relative Importance
16 Annotated by Relative Stability
17 Annotated by V ersion
18 Not Redundant





















































Boehm 830-1984 A.Davis 830-1993 830-1998
[Boe84] [IEE84] [Dav93] [IEE93] [IEE98b]
Correct ○ ○ ○
Unambiguous ○ ○ ○ ○
Complete ○ ○ ○ ○ ○
Consistent ○ ○ ○ ○ ○
Ranking ○ ○
Veriable ○ ○ ○ ○
Modiable ○ ○ ○ ○
Traceable 　 ○ ○ ○ ○
Feasible ○ ○
Testable ○
Usable during the opera-









Annotated by Relative Importance ○
Annotated by Relative Stability ○
Annotated by Version ○
Not Redundant ○




































































































































































































































































































































































































































































































































図 4.2: IEEE-830とプロトタイプモデル (中来田モデル)との品質特性の対応
は修正が行われないからである．そして，新たに公平性を追加した調達仕様書















































究 [Kai02, Tru10]がなされた．D. M. Berryら [Ber08]は，自然言語で記述された要
求仕様書の曖昧の分類を行い，要求仕様書から曖昧性を除去する方法を提案し
た．Ishrar Hussainら [Hus07]は，要求を記述している文章から，曖昧性を排除す




















































































































社名 意見数 明確 確認 公平 誤記 正確 影響 安定稼働 提案 不明確 要望 不明瞭 ご教示 考えられる
A社 31 30 1
B社 5 5
C社 13 2 3 4 1 2 1
D社 39 15 21 1 2
E社 10 1 7 1 1
F社 19 7 1 1 5 4 1
G社 3 1 2
51
表 4.2: 意見書の品質特性による分類














56 1.5.1 特許庁職員による利用場所 調達の公平性を確保するため


























































































表 4.3: 中来田モデルを使った意見書 1 (抜粋)















































あった．意見書 2には，意見書 1には述べられていなかった意見が 102件あった．


































































































































































































品質モデルである Information System Procurement Specications Qualityモデル


















































きた．最初のバージョンは IEEE Std.830-1984 [IEE84]として1984年に公開された．
Alan Davisら [Dav93]は，要求仕様書の品質モデルとして24種類の品質特性を提案

























の1つとして，Basiliらが提案したPerspective Based Reading(PBR) [Bas95]がある．
このPBRは，パースペクティブを適用することにより，個々の評価者は文章のアスペ




























































































































































































































 グループ 1 : 製品完全性，技術完全性，社会完全性，優先順位付け
 グループ 2 : 製品妥当性，技術妥当性，社会妥当性, 無矛盾性
 グループ 3 : 非曖昧性，検証可能性，追跡可能性
手順








品質特性 実験-1 実験-2 実験総合計 意見書
小計数 小計数 重複数 合計数
製品完全性 18 15 2 31 3
完全性 技術完全性 0 6 0 6 31
社会完全性 1 0 0 1 2
製品妥当性 8 4 0 12 2
妥当性 技術妥当性 0 7 0 7 20
社会妥当性 1 3 0 4 7
優先順位付け 0 0 0 0 5
無矛盾性 7 5 0 12 2
非曖昧性 29 29 6 52 16
検証可能性 17 5 4 18 17
追跡可能性 3 4 0 7 0
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